
中部広域市町村圏事務組合

令和８年度障害福祉サービス事業者等集団指導

～「個別支援計画の作成に係る内容」  と  「その他周知事項」について～

障害児通所支援事業所向け

資料２



個別支援計画の作成に係る内容について

〇時間区分の創設による基本報酬の取り扱いについて

〇延長支援加算について

〇児発と放デイの個別支援計画の取扱いについて

〇個別支援計画作成時の留意点と記載例について  
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〇時間区分による基本報酬の取り扱いについての概要

令和６年度報酬改定により、児童発達支援及び放課後等デイサービスにつ
いては、個別支援計画に定めた個々の障害児の支援時間に応じた評価が可
能となるよう、時間区分が創設された。

令和６年４月以降からは、個別支援計画に、個々の障害児の日々の支援
について、支援に要する時間（計画時間）を定める必要がある。

そのため、基本的には当該計画時間に応じて基本報酬を算定することと
なっている。

時間区分による基本報酬の取り扱いについて



放課後等デイサービスを例とした基本報酬算定のイメージ

＜個別支援計画への計画時間の位置づけ＞

月 火 水

利用開始・終了時間 利用開始・終了時間 利用開始・終了時間

提供時間
16時00分 ～ 17時00分 ～ 15時00分 ～ 17時00分

1時00分 0時00分 2時00分

【支援前】延長支援時間 【支援前】延長支援時間 【支援前】延長支援時間 【

延長支援時間 ～ ～ ～

※延長支援時間は、 【支援後】延長支援時間 【支援後】延長支援時間 【支援後】延長支援時間 【

支援前・支援後

それぞれ１時間以上から
～ ～ ～

0時00分 0時00分 0時00分

【記載例】個別支援計画別表

利用児氏名 中部 はな

利

土 日・祝日

間 利用開始・終了時間 利用開始・終了時間

～
10時00分 ～ 15時00分 ～

5時00分 0時00分

時間 【支援前】延長支援時間 【支援前】延長支援時間

15時00分 ～ 17時00分 ～

時間 【支援後】延長支援時間

～

【支援後】延長支援時間

～

2時00分 0時00分

＜実際の利用時間＞
月 ： 16:00～17：００

水 ： 15:00～15:20

土 ： 10:00～17:00

水曜日は急におばあちゃん家
に行くことになったから早めに
帰ったよ！

水曜日は実績20分だったが、

利用者の都合によるので元の

「計画時間」で算定！

区分１ １回×５７４＝５７４単位（月曜）

区分２ 1回×609＝609単位（水曜）

区分３ 1回×６６６＝６６６単位（土曜）

延長支援加算 123単位

合計 １972単位

時間区分で算定！

・日ごとの定額算定⇒時間区分で算定

（ただし、実績ではなく計画時間で原則算定する

・「30分以上」という下限が設定された

（30分未満の支援はそもそも計画に位置づけで
きない！）

・「区分３」は学校休業日のみ算定できる（平日の
延長は「延長支援加算」で算定する）
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時間区分による基本報酬の取り扱いについて

個別支援計画に支援の計画時間を記入し、
この計画時間に応じて基本報酬を算定します！



実際の利用時間が「計画時間」よりも短くなったら、

どう算定するの？

利用者の都合なら 「計画時間」、

事業所の都合なら 「実績時間」で算定します！

30分未満の利用が認められる場合はどんな時？

実際の利用時間はどこに記録するの？

・原則、30分未満の支援は算定できません

・特例として「周囲の環境に慣れるため等の理由」で、

「市町村が認めた場合」は算定できます！

（該当しそうなケースがある場合は事前に当該児童の市町村ご相談ください）

令和 年 月分 放課後等デイサービス提供

受給者証

番 号 ●●●●●●●●●●
給付決定保護者氏名

(障害児氏名) 中部 一郎（中部 はな）

契約支給量

日

付

曜

日

サービス提供実績

サービス提供の

状況

提供

形態

開始

時間

終了

時間

算定

時間数

送迎加算 家族支援

加算

医療連携

体制加算

延長支援

加算

集中的

支援加算往 復

6 月 16:00 17:00 1 1

8 水 15:00 15:20 2 1

11 土 10:00 17:00 5 1

専

（

・サービス提供実績記録票に『開始時間』『終了時間』（実

利用時間）を記録します

・『算定時間数』の欄には計画時間を記録します

・計画時間と実利用時間に乖離が続くなら「個別支援計画」
の見直しが必要！
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時間区分による基本報酬の取り扱いについて
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〇延長支援加算の概要

基本報酬における最長の時間区分（※）のサービス提供に加えて、当該サー

ビスの利用前後に預かりニーズに対応した支援を計画的に行った場合に延長支

援に要した時間に応じて評価する加算。

（※）児発：5時間を超えた時間 、 放デイ：平日３時間、学校休業日５時間を超えた時間

延長支援加算について（重心型事業所において重症心身障害児に対し支援を行う場合等を除く）



• 延長支援時間の職員配置について児発管もOKとなった

• 最低１時間の延長時間がないと計画に位置づけて算定できない

【算定に当たっての時間の考え方】

児童発達支援と学校休業日の放課後等デイサービスは、原則6時間以上の利用で対象に！

学校終了後の放課後等デイサービスなら原則4時間以上の利用で対象に！
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延長支援加算について（重心型事業所において重症心身障害児に対し支援を行う場合等を除く）

算定不可！
計画時間が14時～18時の４時間の場合、延
長支援加算を算定するにはどのように、考え
ればいいのか。

平日は区分２（3時間）までしか基本報

酬算定できないけど、どうしよう…

① 前後30分ずつ延長支援時間を設定

30分 14：30～17：30（3時間） 30分

15：00～18：00（3時間）1時間

② 前1時間に延長支援時間を設定

③ 後ろ1時間に延長支援時間を設定

14：00～17：00（3時間） 1時間

【例を使ったイメージ】



＜計画時間＞

１４：００～１８：００

14時～17時（基本報酬）

⇒６０９単位（区分２）

17時～18時（延長支援）

⇒９２単位

利用者・保護者の都合で

17：40に迎えが来た場合

⇒40分の延長支援分を算

定するので、61単位

利用者・保護者の都合で

17：10に迎えが来た場合

⇒30分未満は算定できない！

＜計画時間＞

9：００～１６：００

9時～11時（延長支援）

⇒１２３単位

1１時～16時（基本報酬）

⇒666単位(区分３)

９：００に来たけど、

１０：４５に体調不良で急きょ帰った場合

（支援時間の開始前に帰宅）

⇒基本報酬を算定できない場合に延長支援加算のみは

算定できない！(欠席時対応加算に切り替えを検討) 7

想定していた「延長支援時間」が計画より
も短くなったら、どう算定するの？

理由を問わず、原則、『実際の利用時間』で算定します！
延長支援時間が計画よりも短くなった場合、原則は実際の利用時間で算定
（この場合、1時間未満を算定できるのは利用者・保護者都合の場合のみ。30分未満なら算
定不可）

延長支援時間は計画の段階では、1時間以上を想定して計画に位置付ける
必要があります

【例を使ったイメージ】（利用定員10人以下の場合）

平
日
の
放
デ
イ

学
校
休
業
日
の
放
デ
イ

延長支援加算について（重心型事業所において重症心身障害児に対し支援を行う場合等を除く）



延長支援時間中の職員の配置はどうするの？ ・延長支援時間中の職員配置は2人以上必要※

・うち1人は基準人員とすること。（児発管でもOK）

※延長支援の対象児童が１０名以上の場合は２人+α

緊急的な（予定していた日や時間以外での）

預かりニーズに対応するために延長支援を実

施した場合は算定できる？

理由と延長支援時間を記録することで算定ＯＫ

※急な延長支援が繰り返し継続される場合は、個別支援

計画の見直しが必要になる

5/2 １６時３０分頃、お母様より電話あり

仕事の都合により、迎えの時間が３０分ほど遅

れる可能性があるとのこと。

１７時４０分、お母様がお迎えに到着。

１７時～１７時４０分を延長支援で対応。

利 用 者 ： 〇 〇 〇 〇支 援 経 過

※理由と延長支援時間を記入 ⇒1時間未満61単位算定可能

ママはまだ来ないの？
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延長支援加算について（重心型事業所において重症心身障害児に対し支援を行う場合等を除く）
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次ページより、

令和６年３月15日 こども家庭庁 支援局 障害児支援課 事務連絡

「令和６年度障害福祉サービス等報酬改定に伴う児童発達支援及び放課後等デイサービス

における個別支援計画の取扱いの変更について」※

をもとに、児発と放デイの個別支援計画の取扱いについて説明いたします。

※以下、本資料においては、「個別支援計画取扱変更通知」といいます。

〇児発と放デイの個別支援計画の取扱いについて 



以下①、②、③の事項を記載すること

① 計画時間
個別支援計画取扱変更通知 別紙1-2

個別支援計画書参考様式別表より

「提供時間」欄に計画時間
を曜日ごとに記載します

「支援内容」欄に5領域・インクルージョン

との関連性を明示した取組を記載する
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〇児発と放デイの個別支援計画の取扱いについて 

② 延長支援時間
個別支援計画取扱変更通知 別紙1-2

個別支援計画書参考様式別表より

③ 5領域・インクルージョン を踏まえた取組
個別支援計画取扱変更通知 別紙1-１

個別支援計画書参考様式より

「延長支援時間」欄に延長支援時間を支援前、支援後そ

れぞれ１時間以上記載すること。

※合算での１時間は不可



認知・行動

人間関係・社会性

言語・コミュニケー
ション

運動・感覚

健康・生活

一人ひとりに合わせた“オーダーメイド”のプログラムを作るために5領域の考え方を活用！

アセスメント
オーダーメイドの計画作成

5領域に沿ったアセスメントを行い、その視点を網羅した支援を行います！

その流れについて、考え方の一つを以下のイメージで説明いたします。

11

言葉より視覚的な手掛かりの
方が理解しやすいのか…

手を動かすのは好きだけど、
周りに合わせるのは苦手…

課題・目標
集団行動ができるよう
になりたい！

身体をうまく動かせる
ようになりたい！

身の回りのことを自分
でできるようになりた
い！

５領域の
視点を

網羅した
支援計画
の作成

〇児発と放デイの個別支援計画の取扱いについて 
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次ページより、

令和６年５月17日 こども家庭庁 支援局 障害児支援課 事務連絡

「令和６年度障害福祉サービス等報酬改定に伴う個別支援計画作成にあたっての留意点及

び記載例について」

をもとに、個別支援計画作成の留意点と、参考記載例を紹介いたします。

〇個別支援計画作成時の留意点と記載例について 



記載項目は全部で12個あるので、各ポイントについて説明します

13

① 利用児および家族の生活に対する意向

② 総合的な支援の方針

③ 長期目標

④ 短期目標

⑤ 支援の標準的な提供時間等

⑥ 項目（本人支援、家族支援、移行支援、地域支援・

地域連携）

⑦ 支援目標（具体的な到達目標）

⑧ 支援内容（支援の提供場のポイント）

⑨ 達成時期

⑩ 担当者・提供機関

⑪ 留意事項

⑫ 優先順位

１

９８

２

７

３

６

５

４

⒑ ⒒ ⒓

〇個別支援計画作成時の留意点と記載例について 



①利 用 児 お よ び 家 族 の 生 活 に 対 す る 意 向

こども本人や家族の意向を聴いた上で、家族より得た情報やこどもの発達段階や特性等を踏まえて、整理して記載する。

＜参考記載例＞ 楽しく遊びたい （本人）

場面にあった行動を自分で気づいて行えるようになってほしい （家族）
14

〇個別支援計画作成時の留意点と記載例について 



② 総 合 的 な 支 援 の 方 針

＜方針決定に必要な観点＞

・支援場面のみでなく家庭や通っている学校等での生活や育ちの視点

・同年代のこどもとの仲間づくり等のインクルージョン（地域社会への参加・包摂）の視点

・こどもが事業所を継続的に利用している場合には、個別支援計画のモニタリング結果を踏まえた PDCA サイクルによる支援の適切な提供の視点

1年をメドに事業所としてどのように

支援していくのかという方針を記載する

15

〇個別支援計画作成時の留意点と記載例について 



③ 長 期 目 標 ④ 短 期 目 標

・長期＝1年程度が目安

＜参考記載例＞ 視覚的なスケジュールを手掛かりに指示を理解し、わからないことは様々なコミュニケーション手段を用いて

大人に聞くことができる。

・短期＝6ヶ月が目安

＜参考記載例＞ 見える化された手順やスケジュールを大人と一緒に確認し、活動時に自分で動けるようになる。 16

〇個別支援計画作成時の留意点と記載例について 



⑤ 支 援 の 標 準 的 な 提 供 時 間 等 ⑥ 項 目

4つの支援（「本人支援」「家族支援」「移行支援」「地域支援・地域連携」）を網羅的に記載する

《必須事項》 本人支援 家族支援 移行支援

《積極的に取り組むことが望ましい》 地域支援・地域連携

別表で定めることも可

17

〇個別支援計画作成時の留意点と記載例について 



⑦ 支 援 目 標 （ 具 体 的 な 到 達 目 標 ）

＜目標記載の３つのポイント＞

① 支援期間終了の際（モニタリング時）に、到達できているであろう「こども本人や家
族の状況」を具体的に記載する

② 本人等の意向だけでなくアセスメントの結果を踏まえて記載する

③ 目標の主語は基本として「こども本人や家族」となるように記載する。

（「移行支援」や「地域支援・地域連携」では主語が事業所になる場合もあり）

6

18

〇個別支援計画作成時の留意点と記載例について 



⑧ 支 援 内 容 （ 支 援 の 提 供 上 の ポ イ ン ト ）

＜支援内容記載のポイント＞

・ 目標に向けた支援内容、工夫、配慮を具体的に記載する

・ 「本人支援」は具体的に設定した支援内容と5領域との関連性を記載する（支援内容が複数の領域にま
たがる場合は、関連する領域全てを記載）

・ 本人支援以外の支援は働きかけや取り組みを記載する（※本人支援以外の内容については5領域との
関連性の記載は不要）

6

19

〇個別支援計画作成時の留意点と記載例について 



・支援目標を達成するために必要となる期間を設定すること。

・個別支援計画は6ヶ月に1回以上の見直しが求められている。

⇒達成時期も最長「6ヶ月」まで

・１～3ヶ月で達成できる目標も積極的に検討すること。

⑨ 達 成 時 期 ⑩ 担 当 者 ・ 提 供 機 関

6

20

・支援を提供する担当者の
氏名や職種等を記載する

〇個別支援計画作成時の留意点と記載例について 



・ 支援内容が加算の算定を想定した取り組みである場合、算定する加算や頻度等に
ついて記載する（例：子育てサポート加算、家族支援加算、関係機関連携加算等）

・ 個別支援計画とは別に計画を作成が必要な加算についてもその関連性を記載する
（例： 専門的支援実施加算、自立サポート加算等）

・ 家族の役割、支援の進め方等、支援について補足事項があれば記載する。

⑪ 留 意 事 項 ⑫ 優 先 順 位

6

21

・ 本人支援の各支
援内容に番号を振る
などして優先順位を
設定する。

〇個別支援計画作成時の留意点と記載例について 



児童発達支援 ・放課後等デイサービスにおける

人員配置に関する留意事項

22



人員基準の概要 〈重心型事業所、児童発達支援センター以外〉

人員等 基 準

① 児童指導員又は保育士 ・１人以上は常勤

・合計数が以下の区分に応じてそれぞれに定める数以上

 １） 障がい児の数が１０人まで ２人以上

 ２） １０人をこえるもの  ２人に、障がい児の数が１０を超えて５又はその数を増すごとに１を加え

 て得た数以上

・機能訓練担当職員、看護職員を数を合計数に含めることができる

・機能訓練担当職員、看護職員の数を合計数に含める場合は、半数以上が児童指導員又は保育士であること。

② 児童発達支援管理責任者 １人以上（１人以上は専任かつ常勤）

③ 機能訓練担当職員 機能訓練を行う場合に置く

・理学療法士、作業療法士、言語聴覚士、及び心理担当職員等の訓練を担当する職員

④ 看 護 職 員 医療的ケアを行う場合に置く

⑤ 管 理 者 原則として専ら当該事業所の管理業務に従事するもの（支障がない場合は他の職務との兼務可）

※ 児童指導員又は保育士については、「提供時間帯を通じて専ら当該児童発達支援（放課後等デイサービス支援）の提供に
当たること」となっています。

→ 児童指導員又は保育士については、提供時間帯を通じて当該職種の従業者が常に確保され、必要な配置を行うこと

（指定基準第５条第１項第１号）
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人員配置基準について 



児童指導員又は保育士の配置（利用定員１０人で児童指導員等加配加算を算定している場合）
 

  ・営業時間 8：30～17：30（８時間） ・サービス提供時間 10：00～16：00（６時間）

利用児童（５人）

（例１） ６月25日

基準人員（２名）

常勤専従
（8：30～17：30）

基準人員
（10：00～16：00）

加配人員

児童指導員等加配加算に
よる加配人員

（8：30～17：30）

常
勤
専
従

児童指導員等加配加算に
よる加配人員

（8：30～12：30）

児童指導員等加配加算に
よる加配人員

（12：30～17：30）

常
勤
換
算

又
は
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人員配置基準について 



利用児童（10人）

加配人員
（例2） ６月26日

基準人員（２名）

常勤専従
（8：30～17：30）

基準人員
（10：00～16：00）

終日年休
児童指導員等加配加
算による加配人員
（8：30～17：30）

常
勤
専
従

児童指導員等加配加
算による加配人員
（8：30～12：30）

児童指導員等加配加算
による加配人員

（12：30～17：30）

常
勤
換
算

又は

 〇 基準人員の児童指導員等が終日年休により、児童指導員等加配加算の人員が基準人員となるため、この日の当該加算は算

定できません。 児童指導員等加配加算を算定するためには、あとひとり※の児童指導員等の配置が必要です。

※当該加算を常勤専従で算定する場合には６時間以上（サービス提供時間を通じた配置）の職員を、常勤換算で算定する場合には８時間以上の職員である必要が

ある。

〇 各加配加算は、あくまで基準人員の配置要件を満たした上で加配することにより評価される加算であることに留意すること。

〇 人員配置ができているという理由で、利用定員を超えての受入れは基準違反となりますので、利用定員の遵守をすること。

基準人員となる
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人員配置基準について 



各種加算に関する留意事項

26



利用児童の家族（きょうだいを含む。）に対して、個別又はグループでの相談援助等を行った場合に月に４回を限度に算定できる。

・相談援助が30分に満たない場合は算定されない（急用等での家族側の事情により３０分未満の場合はそのかぎりでない）。

・居宅で実施した場合、事業所等において対面により実施した場合、テレビ電話装置その他の情報通信機器を活用して実施した場合又はグループで行った

場合には、それぞれ算定単位が異なる。

・本加算は、あらかじめ通所給付決定保護者の同意を得た上で、個別支援計画に位置付け、計画的に相談援助を行った場合に算定できる。

・突発的に生じる相談援助（例・家族からの電話や急な来所等による対応等）は対象とならない。

・相談援助を行った日時、及び相談内容の要点に関する記録を行うこと。

家族支援加算

保護者に支援場面の観察や参加等の機会を提供した上で、こどもの特性や、特性を踏まえたこどもへの関わり方等に関して相談等を行った場
合に月に４回に限り算定できる。

・サービス提供する時間帯を通じて、家族等が直接支援場面の観察や参加等していること。

・利用児童及び家族等と、支援を行う従業者とが、協働して取り組んでいくことが重要であることから、支援場面の観察や当該場面に参加する等の機会を提供

する際に、一方的な説明や指示、複数の障害児及び家族等に対する一斉指示や支援内容を報告するのみでなく、それぞれの障害児及び家族等ごとの状況

を踏まえて個別に障がい児の状況や支援内容に関する説明と相談対応を行うなど、個々の障がい児及び家族等に合わせて丁寧に支援を行うこと。

・本加算は、あらかじめ通所給付決定保護者の同意を得た上で、個別支援計画に位置付け、計画的に相談援助を行った場合に算定できる。

・相談援助を行った日時及びその内容の要点に関する記録を作成すること。

子育てサポート加算
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主な加算について 



保育所等訪問支援事業にお
ける留意事項
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保育所等訪問支援事業における留意事項について

〇保育所等訪問支援を踏まえたサービス等利用計画の作成について
（障害児相談支援）

〇保育所等訪問支援の役割

〇訪問先施設との関わり

〇保育所等訪問支援における個別支援計画作成の流れ

〇保育所等訪問支援の実施の流れ

〇保育所等訪問支援事業における留意事項（給付費関係）
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障害児相談支援事業所が「障害児支援利用計画」を作成し、それに基づき訪問支援事業所の児童発達支援管理責任者

が具体的な「保育所等訪問支援計画」を作成・実行する。

また、障害児相談支援事業所と保育所等訪問支援事業所においては、こどもや家族のニーズに対応するために互いに

積極的に働きかけるなど、双方向のやり取りを行う関係であることに留意して連携する必要がある。

概 要

① 障害児相談支援事業所による障害児支援利用計画案の作成と市町村による支給決定
→相談員は、訪問先施設への連絡・訪問や家族面談を通じて実態や本人・家族の支援利用の意向等把握し、アセスメントによりニーズを明確にして総合的な援
助方針を提案する。 また、それらを踏まえた上で支援の内容や量について検討し計画を作成案を作成する。

② 担当者会議の開催と障害児支援利用計画の確定
→サービス担当者会議は、本人や家族、保育所等訪問支援事業所の担当者、必要に応じて訪問先施設の職員などを招集すること。
また、会議では保育所等訪問支援事業所担当者は専門的な見地からの意見を述べることが求められる。

③ 保育所等訪問支援事業所における個別支援計画に基づく保育所等訪問支援の実施

④ 障害児相談支援事業所によるモニタリングと障害児支援利用計画の見直し

⑤ その他の連携について

支援の方法
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保育所等訪問支援を踏まえたサービス等利用計画の作成等について（障害児相談支援）



保育所等訪問支援は、保育所・幼稚園・認定こども園、小学校・中学校・高等学

校、特別支援学校、乳児院、児童養護施設、放課後児童クラブ（以下「保育所等」

という。）など、こどもが集団生活を営む施設を訪問し、集団生活への適応のた

めに専門的な支援を行うものである。
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保育所等訪問支援の役割
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訪問先施設との関わり

提供する支援の内容を訪問先施設とともに考える姿勢をもち、訪問先職員に対する丁寧な説明を常に心がけ、訪問先施設の悩
みや困りごとに寄り添い、大事にしている理念や支援手法を尊重しながら、積極的なコミュニケーションを図る必要がある。

（１）訪問先施設との連携
→こどもの発達の状況やニーズについて共通理解を持つことが重要

（２）訪問先施設に対する説明等

①運営規程の内容についての説明
→特に、支援の内容、人員体制（資格等）、苦情解決の手順、緊急時の連絡体制等の重要事項については文書化の上、対面で説明する。

②個別支援計画の内容についての説明
→訪問先施設に対し、保育所等訪問支援計画を交付するとともに、初回訪問時等の機会に、保育所等訪問支援計画の内容を理解しやすいように説明を行い、当該

保育所等訪問支援計画に基づき、今回の訪問においてどのような支援を行うのかについて丁寧に説明を行う必要がある

③訪問先施設に対する相談援助等
→訪問先施設からの相談に適切に応じ、信頼関係を築きながら、専門的な助言を行うことも必要

④苦情解決対応
→設置者・管理者は、苦情解決責任者として、迅速かつ適切に対応する必要がある。また、苦情が発生した場合の迅速かつ適切な対応は重要であるが、苦情につな

がる前にリスクマネジメントをすることで防ぐことが可能な苦情もあることから、苦情になる前のリスクマネジメントを行うことも重要である。

⑤適切な情報提供



サービス等利用計画や児発管によりアセスメントした情報を整理しながら、保育所等訪問支援におけるニーズを具体化し
た上で、支援の具体的内容を検討し、個別支援計画を作成する。また、全ての職員が個別支援計画に基づいた支援を行え
るように調整する。

概 要

① こども、保護者及び訪問先施設に対するアセスメント
→実施する上でのポイントとして、

●こどもの状況や家族の意向に加え、訪問先施設の意向や理念、環境、こどもの訪問先施設での生活の様子を把握することなど、より多くの側面からアセスメン
トを実施する必要がある。
●保護者の不安やニーズについて整理するとともに、訪問先施設からも、対象となるこどもの支援に関するニーズについて丁寧に聴き取ることが必要であり、訪
問先施設が大事にしている理念や支援方法を尊重し、こどもにとって安全・安心な場づくりを意識しながら進めていくことが重要である。

などがある。

② 個別支援計画の作成
→実施する上でのポイントとして、

●個別支援会議の開催に当たっては、こどもの支援に関わる職員及び訪問先施設の職員を関与させることが必要である。（オンラインの活用も可）
●こども本人や保護者の意見を聴くことが求められるため、会議の場にこどもと保護者を参加させることや、会議の開催前に意見を聴くことなどが考えられる。
●保育所等訪問支援は、訪問先施設での加配的な役割を担うことや人手不足を補うことが目的ではないことから、保育所等訪問支援計画の作成時点から、目標
の達成の目安（保育所等訪問支援の終了時期の目安）について、保護者や訪問先施設と共有しておくことが重要である。

などがある。

流 れ
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保育所等訪問支援における個別支援計画作成の流れ



保育所等訪問支援事業所においては以下の流れに沿って、支援を実施する。

① 訪問先施設との日程調整

② 行動観察

③ こども本人に対する支援

④ 訪問先施設の職員に対する支援

⑤ カンファレンス（訪問先施設への報告等）

⑥ 保護者への報告

⑦ 訪問支援の記録

以上の各項目については、次ページより説明していきます。
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保育所等訪問支援の実施の流れ



① 訪 問 先 施 設 と の 日 程 調 整

35

保育所等訪問支援の実施の流れ

○訪問日について、保育所等の訪問先施設と日程調整を行う。

○訪問先施設の都合に合わせながら、訪問支援を行うに当たり優先度が高い場面やこども
に支援が必要な時間帯、訪問先施設の職員が対応の難しさ等を感じている時間に訪問で
きるようよう調整を行う。
（例）未就学児の場合 ： 集団での活動の場面、給食時間、登降園時等

就学児の場合 ： 教科学習、休み時間、移動教室等

○訪問支援員は、訪問に当たっては、身分証明書の携帯が必要である。



② 行 動 観 察
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保育所等訪問支援の実施の流れ

○はじめは、こどもの様子を丁寧に観察することから始める。こどもの発達段階や障害特性

を踏まえながら、こども本人の訪問先施設の職員や他のこどもとの関わりの状況や集団活

動への参加の様子、訪問先施設の環境や職員のこどもに対する接し方など、丁寧に観察を

行い、発達の過程を捉え、何が課題となっているのか、どのような支援が適切なのか、検討

する。



③  こ ども 本人に 対す る支援
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保育所等訪問支援の実施の流れ

○訪問先施設における生活の流れの中で、集団生活への適応や日常生活動作の支援などを

行う。保育・教育活動の妨げにならないよう十分に配慮しながら、集団活動に加わって支援

を行っていくことが必要である。

○また、自由遊びなどの時間に集団から抜き出して、訪問先施設の職員とともに、こどもの

発達上のニーズにアプローチしていくなどの方法も想定される。その際には、集団生活へ

の適応につなげるための、個別的な支援であることを踏まえる必要がある。



④  訪 問 先 施 設 の 職 員 に 対 す る 支 援
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保育所等訪問支援の実施の流れ

○こどもの訪問先施設における生活のしづらさや集団生活への不適応に対して、その要因を、

本人の特性と環境の両面から推察し、本人に働きかけるだけではなく、訪問先施設の職員

に対してこどもへの理解を促し、特性を踏まえた関わり方を伝えていくことが必要である。

○このため、訪問先施設の職員に対し、こどもとの関わりの中で把握した強みや、訪問支援員

がこどもに対してどのような意図をもって支援を行ったのかなどについてしっかりと伝え

ていくことが重要である。また、周囲のこどもとの関係などを考慮した座る位置の決め方

などの環境の整備や、各種行事への参加方法や練習方法の検討等を行うことも重要である。

○訪問先施設の職員への指導という姿勢ではなく、どのようにこどもと関わればよいのか、

こどもにとってより良い環境をどのように調整したらよいのかなどを、訪問先施設が自律

的に考えていくことができるように支援していく姿勢が求められる。



⑤  カンファレンス（訪問先施設への報告等）
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保育所等訪問支援の実施の流れ

○訪問先施設とは、なるべくその日のうちにカンファレンスを行い、支援の対象となるこども

のニーズや今後の支援の進め方を共有する。カンファレンスは、業務効率化の観点から、オ

ンラインを活用することも可能である。

○具体的には、保育所等訪問支援事業所から、訪問時の支援の内容のフィードバックや、次

回訪問時までに訪問先施設において取り組むべき課題、こどもとの関わりにおいて留意す

べき点などについて伝達することが重要である。



⑥  保 護 者 へ の 報 告
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保育所等訪問支援の実施の流れ

○支援の提供後は、保護者への報告を行う必要がある。訪問先施設でのこどもの様子や、訪

問先施設職員のこどもへの関わり方などを含め、事業所が提供した訪問支援の内容を伝え

ることが重要である。その際、こどもの育ちの安定につながるよう、保育所等訪問支援の中

で家庭生活においても活かすことができる内容についても丁寧に伝えていく視点が重要

である。

○保護者への報告方法としては、保護者の負担に配慮しつつ、保護者と相談しながら、柔軟

な方法で対応していく必要がある。なお、聴こえない又は聴こえにくい保護者の場合には、

報告に際して、どのような方法を希望するか確認の上、丁寧に対応することが求められる。



⑦  訪 問 支 援 の 記 録
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保育所等訪問支援の実施の流れ

○個別支援計画に基づき提供した支援の内容やこどもの様子、訪問先施設の職員に対する

助言の内容などを具体的に記録する。

○作成した記録については、必要に応じて、訪問先施設や保護者に共有することも考えられ

る。

記録には、時間（こども本人や訪問先施設職員への支援、カンファレンス等におけるフィードバック）や対応者氏名等も記載
するようにしてください。



但し、保育所等訪問支援が、
こども本人の行動観察や、集団生活への適応や日常生活動作の支援、
訪問先施設のこどもへの支援力向上のための支援を丁寧に行うものであることを踏まえると、

・こども本人や訪問先施設の職員に対する支援は１時間程度、

  ・訪問支援後のカンファレンス等を通じた訪問先施設への報告は 30 分程度

は行うことが基本になると考えられる。

保育所等訪問支援は、保育所等を訪問し、

 ⓐ こども本人に対する支援や訪問先施設の職員に対する支援（支援実施の流れの③と④）

 ⓑ 支援後のカンファレンス等におけるフィードバックを行う（支援実施の流れの⑤）

支援の提供時間については、保育所等訪問支援計画に定めた上で、30分以上とすることが求められている。 

支援の時間
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保育所等訪問支援の実施の流れにおける注意点



※ 例えば、児童Aと児童Bの２名に対し、同一日に同一場所で保育所等訪問支援を実施し
た場合は、

〇児童A・・・所定単位数に100分の93を乗じる
〇児童B・・・所定単位数に100分の93を乗じる

のように、それぞれ所定単位数に対して100分の93を乗じる必要がある。

同一日に同一場所で複数の障がい児に対し、保育所等訪問支援を実施した場合、所定単位数に100分の93を乗じ

て得た数を算定する必要がある。

算定における留意事項
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保育所等訪問支援事業における留意事項（給付費関係）



“本人支援”において重要と
なる支援の領域のこと

健康・生活

人間関係・社会性

運動・感覚

認知・行動

言語・コミュニケーション

言語

コミュニケーション

認 知

行 動

健 康

生 活

人間関係

社会性 運 動

感 覚

発 達 支 援 の 『 5領 域 』 と は ？？

発達支援

本人支援 移行支援

児 童 発 達 支 援 ガ イ ド ラ イ ン に お け る ４ つ の 支 援

家族支援 地域支援・
地域連携

※保育の5領域とはちがいます！
参考（保育の5領域）⇒健康・人間関係・環境・言葉・表現

〇≪参考≫５領域について 

領域 健康・生活 運動・感覚 認知・行動 言語・コミュニケーション 人間関係・社会性

ね
ら
い

・健康状態の維持・改善
・生活習慣や生活リズムの形成
・基本的生活スキルの獲得

・姿勢と運動・動作の基本的技能
の向上
・姿勢保持と運動・動作の補助的
手段の活用
・身体の移動能力の向上
・保有する感覚の活用
・感覚の補助及び代行手段の活用
・感覚の特性への対応

・認知の特性についての理解と対
応
・対象や外部環境の適切な認知と
適切な行動の習得
（感覚の活用や認知機能の発達、知
覚から行動への認知過程の発達、
認知や行動の手掛かりとなる概念
の形成）

・行動障害への予防及び対応

・コミュニケーションの基礎的能力
の向上
・言語の受容と表出
・言語の形成と活用
・人との相互作用によるコミュニ
ケーション能力の獲得
・コミュニケーション手段の選択と
活用
・状況に応じたコミュニケーション
・読み書き能力の向上

・アタッチメント（愛着）の形成と
安定
・遊びを通じた社会性の発達
・自己の理解と行動の調整
・仲間づくりと集団への参加

支
援
内
容
（
例
）

・料理やお菓子作りなどを通した食育
・時間に応じた行動の切り替え など

・体操やダンス、スポーツなどを
通じた運動療育
・視覚や聴覚、触覚を刺激するよ
うなゲームやクイズ など

・ブロックなど立体の造形物を
使った創作活動 ・音楽 やリズム
を使って五感を刺激する活動
・ヴィジョントレーニング など

・伝言ゲームや早口言葉など言葉
を用いたゲーム
・生活の中で起こる事柄に対する
ロールプレイング
・考えを発表したり好きなことを
プレゼンテーションする など

・ごっこ遊びや模擬店などを通し
てなり切ってみる
・他己紹介など他者を知るための
活動 など
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